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  令和７年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年度分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年度分記入してください。）

上記推移の理由等

3.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等
1　履行確認

2　サービス水準の確認

3　事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

4.今後の方向性

施設名（所在地） 岸和田市立高齢者ふれあいセンター朝陽（下野町５丁目３番８号）

指定管理者名 株式会社　ビケンテクノ

指定管理料 19,517,000円 指定管理期間 令和６年４月１日～令和８年３月31日

公募/非公募 非公募 施設所管課名 福祉政策課

施設運営の根拠となる計画等 計画による位置づけなし

管理業務の実施状況 基本協定書、仕様書、令和7年度事業計画書に基づき、施設の管理は適正に行われている。

運営業務の実施状況 基本協定書、仕様書、令和６年度事業計画書に基づき、施設の運営業務は適正に行われている。

令和５年度:12,207 人
令和６年度:13,358 人
令和７年度:11,906人

令和５年度:8,800 円
令和６年度:なし
令和７年度:なし

コロナ禍を経た後も指定管理業務（施設管理、講座等の事業）を滞りなく実施することで施設利用者から一定の高評価を得て、令和5年度、
い令和6年度は利用者数が増加したが、令和7年度は光陽地区公民館との機能集約にかかる大規模改修があったことから貸室の利用が制限さ
れた月もあり、利用者減少につながった。

総合評価

S 計画に基づき、適正に履行されている。

A1適正なサービス提供がなされている。

A 適正に執行されている。

施設の管理運営、経理事務等が適正に行われており、施設設置目的である市民福祉の向上に繋がっている。

業務実績を振り返り、今年度ど
のような取組みを実施する予定
か（今年度の事業計画書等に反
映された点）。

基本方針に基づき、滞りなく指定管理業務（施設管理、講座等の事業）を実施することで、施設利用者から一定の高評価を得てい
た。
当施設は光陽地区公民館との機能集約により、令和7年度をもって廃止となった。

施設の利用状況

A1


